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みんながつくる　みんなの福祉
社協だより
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横手市社会福祉協議会みんながつくる　みんなの福祉

　12月４日（水）、大雄福祉センターの自立者支援通所事業（ミニデイサー
ビス）において、正月のしめ飾りづくりが行われました。初めて作るご利用
者様もいる中、講師の八柏老友クラブ役員より丁寧な指導を受けながら、楽
しそうに作業していました。完成したしめ飾りは、正月に皆さんをお迎えし
てくれることでしょう。

“馬”が合う 仲間と一緒に 福づくり



２社協だより

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
早
く
も
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
被
災
地
の
本
格
的
な
復
興
へ
の
道

程
は
ほ
ど
遠
く
、
今
も
な
お
多
数
の
被
災
者
が
元

の
生
活
に
戻
れ
る
見
通
し
の
立
た
な
い
ま
ま
不

自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
数

二
十
七
万
八
千
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
一
時
た
り
と
も
こ
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
災
害
時
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
職
員
が
災
害
時
に
取
る

べ
き
行
動
に
つ
い
て
備
え
の
強
化
を
図
っ
て
い
る

ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
担
う
機

関
と
し
て
、
実
践
訓
練
や
活
動
の
点
検
な
ど
平
時

よ
り
災
害
等
に
即
座
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
頃
よ
り「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」や「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
福
祉
活
動
を
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
て
独
自
の
防
災
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
行
う

地
域
、
ま
た
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
を

目
的
と
し
た
「
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
づ
く
り

を
行
う
地
域
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
得
た
教
訓
が
、
地
域
の
防
災
意
識
の

高
ま
り
と
共
に
「
助
け
あ
い
、
支
え
あ
い
」
が
形

と
し
て
現
れ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
更
に
、
こ
の
輪
を
広
め
な
が
ら
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
の
推

進
役
に
な
る
よ
う
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

横
手
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
個
人

や
団
体
が
多
く
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き

な
い
部
分
を
担
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
ぶ
学
生
や
事
業
に
参
加
す
る

学
生
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
若
い
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
は
、
各
学
校
で
の
福
祉
活
動
の
実
践
や
地

域
の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
賜
物
で
、
少
子
高
齢
化

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
将
来
の
地
域
を
担
う
若
い

世
代
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
に
関
心
を
抱
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。

　
「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
ら
の
心
の
糧
」
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
本
会
で

は
応
援
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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横手市社会福祉協議会
新　体　制

本会役員等の改選が行われ、
新体制となりました。

評
議
員

■
任　
期

　
平
成
25
年
９
月
１
日
～

平
成
27
年
８
月
31
日

理
事
・
監
事

■
任　
期

　
平
成
25
年
11
月
25
日
～

平
成
27
年
11
月
24
日

広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長

佐
々
木
　
義
　
広



３ 社協だより

本年も地域の福祉活動を
　新体制の下、地域の皆様と接しながら、その地域らしい福祉活動を応援して参りますので、
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　本会が関わらせていただいている、地域の福祉活動と関係者からの声をご紹介いたします。

　

高
齢
者
の
多
い
こ
の
地
区
で
は
、

町
内
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
等
が
中

心
と
な
り
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
「
住
民
支
え

あ
い
マ
ッ
プ
」「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」

の
作
成
・
配
布
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

日
頃
の
見
守
り
や
緊
急
時
に
備
え
た
活
動

に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
や
暴
風
被
害
の
経
験
か
ら

補
助
金
を
活
用
し
て
発
電
機
や
投
光
器
を

整
備
し
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

「緊急連絡カード」を持つ細谷さん

宿館地区 平鹿　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
支
え
あ
い
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
災
害
に
備
え
た
避
難
訓
練
も
計
画
し
て

お
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
よ

り
一
層
飛
躍
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

宿
館
地
区 

福
祉
協
力
員
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
世
話
人

細
谷
昭
男
さ
ん

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
町
内
会
役

員
や
福
祉
関
係
者
等
が
地
域
の
状
況

把
握
や
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
十
一
月
や
十
二
月

に
は
、
地
元
消
防
団
と
福
祉
関
係

者
に
よ
る
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
八
月
に
も
実
施
し
、
民
生
委
員
と
福

祉
協
力
員
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
世
代
間
交
流
も
活
発
で
、
地

域
の
輪
を
大
切
に
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
地

域
に
住
ん
で
い
る
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
昔

な
が
ら
の
共
助
体
制
と
生
き
が
い
づ
く
り
を

大
切
に
し
「
花
は
咲
く
」
よ
う
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昼
川
地
区 

民
生
委
員

佐
々
木
逸
子
さ
ん

昨年11月の訪問活動の様子

昼川地区 大森

全13地区 山内
　

山
内
の
全
地
区
に
お
い
て
「
住

民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

各
地
区
の
情
報
交
換
な
ど
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
、
特
定
の
世
帯

に
限
っ
た
情
報
交
換
が
中
心
で
し
た

が
、
マ
ッ
プ
の
活
用
に
よ
り
地
区
全

体
を
把
握
で
き
、
具
体
的
な
話
し
合

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
中
、
高
齢
者
の
み
と
な
る
世

帯
が
多
い
こ
と
が
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
わ
か

り
、
そ
の
時
間
帯
に
災
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
計
画
す
る
地

区
も
あ
る
な
ど
「
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」

が
今
後
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
春
か
ら
自
主
防
災
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
マ
ッ
プ
で
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
方
や
支
援
す
る
方
を
確
認
し
な

が
ら
、
日
常
的
な
見
守
り
を
通
じ
て
地
域
の

支
え
あ
い
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

筏
地
区 

区
長　
高
橋
健
一
さ
ん

筏地区の炊き出し訓練の様子



ふれあいフェスティバル
寒さ忘れるふれあいのひと時世代の交流、地域の交流いつまでも

高齢者と園児のふれあい交流会

ささえあう やさしいきもちと おもいやり ４社協だより

平　鹿

　11月１日（金）、６年目を迎えた「高齢者と園
児のふれあい交流会」が、下鍋倉保育所を会場に
開催されました。
　交流会では、園児が歌に合わせておじいちゃん、
おばあちゃんの肩をマッサージしたり、作品をプ
レゼントするなど、会場には笑顔の輪が広がりま
した。参加者からは、楽しかったとの感想のほか

「最近、近所で子どもの声を聞くことが少なくなっ
た。だからこそこのような交流を続けてほしい」
との地域の状況を踏まえたご意見もありました。
　この交流会は、平鹿福祉センター協力員会の事
業として、毎年、地域の保育園・保育所全５ヵ所
で開催していますが、地域の多くの方が参加して
おり、世代間の交流だけではなく、地域の親睦を
深める場にもなっています。

全　市

　12月７日（土）、市内の障がい者施設・団体や
ボランティア団体等の企画による「ふれあいフェ
スティバル」が、平鹿生涯学習センターを会場に
開催され、雪の降る悪天候にも関わらずたくさん
の方々にご参加いただきました。
　秋田県立横手養護学校のよさこい演舞で幕を開
けたフェスティバルでは、保育園や各施設・団体
によるアトラクション、また体験コーナーやミニ
クリスマスツリーづくりなどが行われました。
　今回、約30もの施設や団体、中学・高等学校
などから200名を超える方々がスタッフとして参
加し、障がいやボランティアの枠組みを超え、共
に手を取り合いながら運営にあたり、一般の参加
者とも積極的に交流するなど、寒さを忘れる温か
い “ふれあい” の場となりました。

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

fukushinews情 報 ひ ろ ば

横手養護学校の勇壮なよさこい演舞でスタート！

園児による“タントンタントン”肩たたき

　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
考
え
の
方
や
町

内
会
・
自
治
会
、
企
業
等
よ
り
、
活
動
場
所
の
紹

介
な
ど
の
ご
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
に
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加

入
手
続
き
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
各
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７
（
担
当
：
佐
藤
）

除
雪
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
相
談
・

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
保
険
の
お
知
ら
せ

　

横
手
市
社
協
が
運
営
す
る
通
所
介
護
事
業
所

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容
／
ご
利
用
者
様
の
お
話
し
相
手
、
お

茶
出
し
等
の
準
備
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
創

作
活
動
の
お
手
伝
い
、
歌
や
踊
り
な
ど
の
芸
能

披
露
な
ど

通
所
介
護
事
業
所
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
募
集

　

秋
田
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
五
日

（
土
）か
ら
二
月
二
日（
日
）ま
で
を
「
雪
害
事
故

防
止
週
間
」
と
し
ま
し
た
。
家
族
や
地
域
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
作
業

中
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

秋
田
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

増田
大森



大丈夫 あなたの言葉に 支えられ５ 社協だより

ふ く し

秋を楽しむ１日
食欲の秋、芸術の秋にこぼれる笑顔

雄水苑

　11月20日（水）、雄水苑ではご利用者様に秋の
一日を楽しんでいただく企画を実施しました。
　まずは、秋の味覚の焼き芋を味わっていただこ
うと、職員がさつま芋50本をアルミホイルで包
み、中庭で炭火をおこして準備万端。焼いている
間は、ボランティアによるオカリナ演奏が行わ
れ、奏でる音に合わせて手足の体操をしたり、歌
詞カードを見ながら、懐かしい童謡や唱歌を一緒
に歌ったりと、芸術の秋を堪能しました。
　そして、いよいよ焼き芋も出来上がり、割って
みると中からはおいしそうに輝く黄金色が…。香
ばしい匂いが広がるホールは、秋の旬を味わうホ
クホク笑顔でいっぱいになりました。

秋の味覚にご満悦の様子

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
大

雄
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
栄
養

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、

講
話
や
減
塩
料
理
の
試
食
な
ど

を
通
し
て
、
改
め
て
健
康
を
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

大　雄

　

五
十
～
八
十
代
の
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
集
う
サ
ロ
ン
。
こ

の
日
は
カ
ー
ド
を
使
っ
た
頭
の

体
操
ゲ
ー
ム
で
会
場
は
笑
い
と

熱
気
に
包
ま
れ
、
寒
さ
も
吹
き

飛
ぶ
健
康
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

十文字11.28 木

　

一
年
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、毎
年
十
二
月
は
会
場
の「
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
」の
大
掃
除
。

こ
の
日
は
約
一
時
間
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
ピ
カ
ピ

カ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

横　手12.６ 金

12.３ 火

い い サロンき き
わたしの
まちの

稗巻・牛柳地区いきいきサロン

木下地区いきいきサロン

四丁内（上丁、西丁、宮丁、中島）いきいきサロン

◆
活
動
場
所
／
康
寿
館
（
横
手
）、
平
寿
苑
（
平

鹿
）、
雄
風
荘
（
雄
物
川
）、
十
文
字
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
大
雄
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
通
所
介
護
事

業
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
各
事
業
所
ま
た
は
本
部
総
務
課

☎
36

－

５
３
７
７
（
担
当
：
奥
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
会
員
等
募
集

康寿館
雄物川

　

図
書
館
等
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
「
お

は
な
し
大
す
き
の
会
（
代
表
：
黒
沢
光
枝
さ
ん
）」

で
は
、
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
数
／
十
六
名

◆
活
動
内
容
／
毎
月
第
二
日
曜
日
の
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
横
手
図
書
館
に
お
い
て
お
は
な
し
会

を
開
催
。
そ
の
他
、
横
手
地
域
の
小
・
中
学
校
及

び
高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
横
手
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
33

－

８
６
６
８
（
担
当
：
佐
々
木
）

　

発
達
障
が
い
親
の
会
「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
（
代

表
：
佐
藤
順
子
さ
ん
）」
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
会
員
及
び
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
会
員
数
／
二
十
五
名

◆
活
動
内
容
／
毎
月
一
回
、
ふ
れ
あ
い
館
（
十
文

字
）
で
勉
強
会
や
情
報
交
換
、
施
設
見
学
な
ど

を
開
催
。
そ
の
他
、
親
子
イ
ベ
ン
ト
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
十
文
字
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
42

－

５
８
５
８
（
担
当
：
西
）

お
は
な
し
大
す
き
の
会

ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ



６社協だより

て
お
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
地
域
へ
の
思
い
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
中
で
「
自
分

に
何
が
で
き
る
の
か
」
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
出
向
く
機
会

を
大
切
に
し
、
つ
な
が
り
や
結
び
つ

き
が
更
に
深
ま
る
よ
う
地
域
の
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
皆
様
の
願
い
や

想
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

雄
物
川
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
福
祉
係

佐 

藤 

祐
美
子　

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
雄
物
川
で
、
福
祉
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
十
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
自

分
が
い
か
に
地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
を
感
じ
る

日
々
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
た
め
に
自
分
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
二
つ
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
に
関
す
る
お
話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
福
祉
を
築
い
て
こ
ら
れ

た
先
輩
方
を
前
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、ち
ょ
う
ど
「
認

知
症
徘
徊
見
守
り
訓
練
」
の
開
催
時
期
で
も
あ
っ
た

た
め
、
地
域
の
見
守
り
活
動
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

くしふ 窓の
社  協  の  事  業  所  紹  介

特別養護老人ホーム平寿苑

地
域
福
祉
活
動
日
記

　平寿苑は平鹿町浅舞にある特別養護老人ホームで、平成12年の開所以来、数多くの方々に支えられながら、
ご利用者様の生活の一助としてサービスを提供して参りました。
　施設では、ご利用者様のお体の状態に応じた食事や入浴などの介護サービスをはじめ、これまで暮らされてき
た家庭での生活に近い雰囲気の中でお過ごしいただこうと、ご要望に応じて買い物や外食、コンサート鑑賞など
の外出機会や季節の移り変わりを感じていただけるような行事を開催しています。
　また、近隣の学校行事や地域のお祭りなどへの参加のほか、地域の方々にボランティアとして来苑いただくな
ど、地域の皆様と密接に関わりながら身近で親しみのある施設づくりに努めています。
　人生の大先輩であるご利用者様の目線に立ちながら、同じ屋根の下に暮らす“家族”のような存在でありたい
との想いの中で、職員一同、これからも日々の生活を応援させていただきます。

高野様（写真右）の外食時の様子。大好物の
イカを肴に、お酒も進んでいました。

■入所定員…特養50名、短期入所10名
■併設事業所…居宅介護支援事業所、通所介護事業所、ケアハウス
■所在地…横手市平鹿町浅舞字館廻353番地
■電話…38－7011　■FAX…38－7012
■職員数…50名（併設事業所除く）

ご利用者の高野正様より

　自宅にいた頃は、なかなか外出や外食ができない状況でしたが、平寿苑
に来たことで、その機会も多くなりました。若い頃のような生活ができる
ようになり、大変うれしく思っています。

　
十
月
三
十
一
日（
木
）、
旭
町
地
区
い

き
い
き
サ
ロ
ン
で
地
域
の
見
守
り
活
動
な

ど
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

家庭的な雰囲気の中での暮らしを応援しています



ありがとうございました
平成25年11月１日～11月30日受付分

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れます
ことをご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

善意

７ 社協だより

次号（３月31日発行）
テーマは…「ふるさと」

３月は旅立ちの季節。次号のテー
マは、離れてもいつまでも忘れぬ

「ふるさと」です。

【応募方法】市内在住の方な
らどなたでもご応募できま
す。作品（１人２点まで）と
氏名（ペンネーム可）、連絡
先をご記入の上、ハガキや
FAX、メール等でご応募くだ
さい。（様式は問いません）

　〒013－0072 横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会
　　　　　　「ふくし川柳」係
　FAX：36－5388
　e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
◆締切日：平成26年２月20日（木）

【広報掲載】
ご応募いただいた作品
の中から数点を選考し
作品、氏名等を掲載い
たします。

　

今
回
は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
十
二
月
七
日
開
催
）

の
「
ふ
く
し
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら

六
点
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

他
に
も
た
く
さ
ん
の
川
柳
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

●

ふ
れ
あ
っ
て
き
ず
な
深
ま
り
友
達
だ

●

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
ふ
え
て
笑
顔
あ
り

●

ふ
れ
あ
っ
て
心
が
通
う
君
と
僕

●

や
わ
ら
か
な
手
と
手
が
ふ
れ
あ
う
交
流
の
輪

●

が
ん
ば
る
よ
私
の
手
話
が
伝
わ
る
ま
で

●

み
ぎ
ひ
だ
り
じ
じ
ば
ば
こ
ど
も
た
の
し
い
な

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 斉　藤　フ　ミ 様（大屋新町）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 堀　江　茂　寿 様（間明田）
● 横手南中学校 様
● ひばり歌謡会 様
● よこて女性コーラス 様
● 黒川三ツ葉会 様

【増田福祉センター受付】
● 土谷デンキ 様

【大森福祉センター受付】
● 長谷山　豹　三 様（上八沢木）

【十文字福祉センター受付】
● 石　田　　　正 様（増田・上町）

【山内福祉センター受付】
● 大正琴アンサンブル 様

【大雄福祉センター受付】
● 雄川ハーモニカサークル 様

【平寿苑受付】
● 傾聴ボランティアささやき 様

【雄水苑受付】
● 下　村　蔵之助 様（沼　館）
● 原　　　芳　子 様（今宿上第二）
● 喜寿同級会　代表 福 岡 鉄 雄 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様

● アンダンテの会 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 伊　藤　みゆき 様（荊　島）
● 鈴　木　トクエ 様（八兵エ丁）
● 植田小学校 様
● 十文字第二小学校 様
● こひつじ幼稚園 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 十文字ライオンズクラブ 様

大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
様（
山
内
）

に
自
立
者
支
援
通
所
事
業
で
演
奏

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ま
ん
ま
る
の
笑
顔
ひ
ろ
が
る
交
流
の
輪

ペ
ン
ネ
ー
ム 

こ
う
ち
ゃ
ん
／
平　

鹿

第
一
位今

で
し
ょ
福
祉
フ
ェ
ス
ティ
バル
楽
し
む
の

ペ
ン
ネ
ー
ム 

タ
ケ
チ
ャ
ン
マ
ン
さ
ん
／
横　

手

第
二
位温

か
き
笑
顔
あ
ふ
る
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ペ
ン
ネ
ー
ム 

さ
く
ら
こ
さ
ん
／
大　

森

第
三
位餅

つ
き
の
子
供
の
声
に
花
が
咲
く

ペ
ン
ネ
ー
ム 

花
よ
り
さ
ん
／
雄
物
川

第
四
位ふ

れ
あ
い
で
み
ん
な
の
気
持
ち
は
ポ
ッ
カ
ポ
カ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

し
ょ
う
ち
ゃ
ん
／
平　

鹿

第
五
位ふ

れ
あ
う
手
愛
の
架
け
橋
福
祉
力

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ア
ス
パ
ラ
職
人
さ
ん
／
横　

手

第
六
位

福祉を詠めば福来たる

テーマ

ふれあい・
交流

特別編



こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、
社
協

会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
を
活
用
し

て
発
行
し
て
い
ま
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

社協特別会員・共同募金・寄付金協力企業等の活動から

　市内のクリーニング事業者で構成される秋田県
クリーニング生活衛生同業組合横手支部様では、
社会貢献活動の一環として定期的に市内福祉施設
等での衣類のしみ抜きのほか、毎月第３日曜日に

「よこてイースト」でしみ抜き体験やアイロンの
掛け方の指導などを行っています。
　また、県同業組合で毎年９月29日を“クリーニ
ングの日”と定め、各支部単位でクリーニング祭
りを開催しており、横手支部では市内各地でしみ
抜きライブ「しみぬきなう

3 3 3 3 3 3

」として無料で衣類の
しみ抜きを行っています。なお、代金の代わりと
してご厚意をいただくこともあり、ユニセフやボ
ランティア団体、社会福祉協議会などに寄付され
ています。
　横手支部の支部長 西村祺一さんは「特に暑い
時期にイベント会場で行うしみ抜き作業が大変。
でも、きれいになった衣類を見て、みんなが喜ん
でくれることがうれしい。今後も技術の向上に努
め、地域の皆さんに喜んでいただける活動を続け
ていきたい」とお話しくださいました。

三又建設株式会社
（横手、山内）

秋田県クリーニング
生活衛生同業組合 横手支部

　三又建設株式会社様では、約20年前に山内地
域の高齢者世帯で行った除雪ボランティア活動を
きっかけに地域貢献活動を行っています。
　平成16年には環境美化・清掃活動に取り組む県
の“あきたクリーンパートナー”に、市内の企業
の中でいち早く登録し、会社や作業現場付近で道
路の清掃活動や花壇整備などを行ってきました。
　今回の取材にご協力いただいた同社代表取締役
の下タ村正樹さんは「地域に育ててもらい、支え
られていることへの感謝から恩返しをしたいとい
う想いが社員にはある。この想いが、社員の自発
的な活動につながり、特別なことをしているとい
う意識もない。だからこそ継続して活動ができて
いる」とお話しくださいました。
　自分の住む地域の活動へ積極的に参加する社員
も多く、同社の地域貢献活動は、社員の皆さんが
自発的に考えて活動しているものです。下タ村さ
んをはじめ同社の皆さんからは、地域への感謝と
つながりを大切にしたいとの想いが伝わってきま
した。

昨
年
九
月
、
憩
寿
園
で
し
み
抜
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た

横
手
本
店
前
の
道
路
沿
い
に
あ
る
花
壇

で
の
花
植
え
の
様
子

本年もよろしくお願いいたします


